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砺波広域圏事務組合

21世紀も美しい地球でありつづけるために

資源ごみストックヤード

リサイクル品展示室

　南砺リサイクルセンター

所　在　地：富山県南砺市立野原西966
電　　　話：0763-62-4710　FAX：0763-62-2856
開 館 時 間：9時30分～16時

休　館　日：土･日曜日､祝日､年末年始（12/29～1/3）
ホームページ：http://www1.coralnet.or.jp/actionrc/
電子メール：actionrc@p1.coralnet.or.jp

・利用可能施設：リサイクル品展示室（当センター管内の
　　　　　　　　住民のみ利用可能です）。
・見学コース：ごみ固形燃料化施設や粗大ごみ処理施設
　　　　　　　　が見学できます。
　　　　　　　　（要予約｡詳しくはお問い合わせください｡）
・駐　車　場：10台
・アクセス情報：車でJR福光駅・城端駅より約12分
　　　　　　　　東海北陸自動車道福光インターより約12分

　管理棟内にあり
ます。まだ使える
不用品を展示し、
希望者（管内の住
民）には無料でお
渡ししています。

　粗大ごみや不燃ごみを分別
し、資源化するための施設で
す。

　資源リサイクルプ
ラントで分別され圧
縮処理されたスチー
ル缶、アルミ缶や、
色別に分別回収され
た空きびんなどが一
時保管されています。

資源リサイクルプラント

ごみ固形燃料化プラント

　資源が循環する社会をつくるために、「ごみ固形燃料化システム」が導入されています。
南砺市（福光・城端・井口・平・上平地区）で分別収集された燃えるごみから、クレヨン
のような形の固形燃料（ＲＤＦ）がつくられ、公共施設の冷暖房などに利用されています。
ここには、年間600人程度が見学に訪れます。

１日28トンの可燃ごみを処理し
て、14トンの固形燃料をつくり
ます。できた固形燃料は、学校
や病院な
どで冷暖
房に使わ
れていま
す。 ごみ固形燃料（ＲＤＦ）

どんなとこ？

どんな設備があるの？


